








『
竹
島
渡
海
由
来
記
』（
鳥
取
県
立
博
物
館
）
岡
嶋
家
資
料 

 

３
ｐ 

御
大
儀
存
事
候
何
も
期
面
上
之
節
候
恐
惶 謹

言
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

八
月
十
五
日 

 
 
 

忠
勝
御
在
判 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
代
目
九
右
衛
門
勝
信 

勝
信
代
延
宝
九
年
酉
五
月
御
巡
見
様
御
宿
仕
其
節 

竹
嶋
之
様
子
就
御
尋
御
請
書
差
出
写 

一
、
大
猷
院
様
御
代
五
拾
年
以
前
阿
倍
四
郎
五
郎
様
御
取
持 

を
以
竹
嶋
拝
領
仕
其
上
親
共
よ
り 

御
目
見
迄
被
為 

仰
付
難
有
奉
存
候
事
。 

一
、
彼
嶋
へ
年
々
船
渡
海
鹿
魚
之
油
并
ニ
串
鮑
所
務
仕
事 

一
、
竹
嶋
へ
隠
岐
国
嶋
後
福
浦
よ
り
百
里
余
可
有
御
座
由
海
上
之
儀
ニ 

御
座
候
得
共
慥
ニ
ハ
知
レ
不
申
事
。 

一
、
竹
嶋
之
廻
拾
里
余
御
座
候
御
事
。 

一
、
厳
有
院
様
御
代
竹
嶋
之
道
筋
廿
町
斗
廻
申
候
小
嶋
御
座
候 

草
木
無
御
座
岩
山
ニ
て
御
座
候
廿
五
年
以
前
阿
倍
四
郎
五
郎
様 

 

４
ｐ 

 

御
取
持
を
以
拝
領
則
船
渡
海
仕
候
此
小
嶋
ニ
て
も
海
鹿
魚
油 

少
宛
所
務
仕
候
右
之
小
嶋
へ
隠
岐
国
嶋
後
福
浦
よ
り
海
上 

六
拾
里
余
も
御
座
候
事
。 

五
月
十
三
日 

右
之
通
御
請
書
仕
候
事
。 

右
勝
信
貞
享
弐
年
丑
五
月
廿
八
日
乍
恐 

公
方
様
江
御
目
見
被
為
仰
付
候
節
竹
嶋
鮑
二
箱 

献
上
仕
候
尤
献
上
之
為
御
残
御
老
中
様
方
・
御
側 

御
用
人
様
方
・
若
御
年
寄
様
方
・
寺
社
奉
行 

様
江
も
進
上
仕
候
ニ
付
御
側
御
用
人
松
平
右
衛
門
太
夫
様
よ
り 

御
書
被
成
下
候
ケ
様
之
類
余
夥
所
持
仕
候
処
先
年 

焼
失
仕
候
尤
相
残
候
御
書
翰
之
内
荒
増
如
左 

 

翻刻 



 

一
、
筆
申
入
候
其
地
江
被
参
候
付
串
蚫 

三
百
入
一
箱
持
参
之
由
留
主
居
之
者
共 

方
よ
り
日
光
へ
申
越
候
心
付
之
通
祝
着 

 

【
訳
（
概
要
）】 

ご
大
儀
で
あ
っ
た
。
何
れ
も
会
っ
た
と
き
に
ま
た
。 

忠
勝
（
酒
井
讃
岐
守
忠
勝
） 

 

三
代
目
九
右
衛
門
勝
信
の
代
の
延
宝
九
年
（
１
６
８
１
年
）
五
月
、
御
巡
見
使
様
を
米
子
に
迎
え
た
お
り

に
、
竹
島
に
つ
い
て
お
尋
ね
が
あ
り
、
差
し
出
し
た
御
請
書
の
写
し
。 

 

一
、
大
猷
院
様
（
三
代
将
軍
家
光
）
の
代
に
、
五
十
年
ほ
ど
前
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
阿
倍
四
郎
五
郎

様
の
お
取
持
で
竹
島
を
拝
領
し
ま
し
た
。
親
ど
も
の
代
よ
り
、
御
目
見
ま
で
仰
せ
付
け
い
た
だ
き
、
あ
り

が
た
く
存
じ
ま
す
。 

一
、
彼
の
島
（
竹
島
）
へ
は
年
々
船
で
渡
海
し
ア
シ
カ
の
油
を
と
っ
た
り
串
鮑
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。 

一
、
竹
島
へ
は
隠
岐
国
の
島
後
の
福
浦
か
ら
百
里
余
り
あ
る
よ
う
で
す
が
、
海
上
の
こ
と
な
の
で
確
か
な

こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。 

一
、
竹
島
の
周
囲
は
十
里
余
り
あ
り
ま
す
。 

一
、
厳
有
院
様
（
四
代
将
軍
家
綱
）
の
代
に
、
竹
島
へ
の
道
筋
に
、
周
囲
が
二
十
町
ほ
ど
の
小
島
が
あ
り
、

こ
の
島
は
草
木
も
な
い
岩
島
で
し
た
。
今
か
ら
二
十
五
年
前
に
阿
倍
四
郎
五
郎
様
の
お
取
持
で
拝
領
し
ま

し
た
の
で
、
船
で
渡
海
し
、
こ
の
小
島
で
も
ア
シ
カ
油
を
少
し
ず
つ
と
る
仕
事
を
し
ま
し
た
。
こ
の
小
島

へ
は
隠
岐
国
の
島
後
の
福
浦
か
ら
海
上
六
拾
里
余
り
あ
り
ま
す
。 

五
月
十
三
日 

右
の
通
り
御
請
書
を
お
出
し
し
ま
す
。 

 

右
勝
信
は
貞
享
二
年
（
１
６
８
５
年
）
丑
の
年
五
月
二
十
八
日
、
公
方
様
（
綱
吉
）
へ
御
目
見
を
仰
せ
つ

か
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
竹
島
鮑
を
二
箱
献
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
持
参
し
た
残
り
を
御
老
中
様
方
・
御

側
御
用
人
様
方
・
若
御
年
寄
様
方
・
寺
社
奉
行
様
へ
も
進
上
し
た
と
こ
ろ
、
御
側
御
用
人
の
松
平
右
衛
門

太
夫
様
よ
り
書
付
け
を
下
さ
れ
ま
し
た
。
同
じ
よ
う
な
書
付
類
は
沢
山
所
持
し
て
い
ま
し
た
が
、
先
年
の

火
災
で
焼
失
し
て
し
ま
い
、
残
っ
た
御
書
翰
の
中
で
主
な
も
の
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。 

 

一
筆
差
し
あ
げ
ま
す
。
そ
の
所
へ
参
ら
れ
、
串
鮑
三
百
入
り
を
一
箱
持
参
さ
れ
た
こ
と
を
留
守
居
の
者
た

ち
か
ら
日
光
へ
お
知
ら
せ
が
あ
り
喜
び
ま
し
た
。 


